
建築物の既設の塀（ブロック塀や組積造の塀）の�
安全点検について�

　平成３０年６月１８日の大阪府北部を震源とする地震により、ブロック塀が倒壊し、通行人へ

の被害が発生しました。�

　このような被害を防ぐため、ブロック塀等の所有者や管理者の方は、下記の「ブロック塀の点

検のチェックポイント」を用いて、安全点検の実施をお願いします。�

　安全点検の結果、危険性が確認された場合には、付近通行者への速やかな注意表示、建築士等

の専門家に相談し、補修や撤去等を行ってください。�

□問合せ先　　建設課　管理係�

　　　　　　　〒０３８－２３２４　深浦町大字深浦字苗代沢８４番地２�

　　　　　　　ＴＥＬ　７４－４４１３　　ＦＡＸ　７４－４４１５�

組積造（れんが造、石造、鉄筋のないブロック造）の塀の場合�
□１．塀の高さは地盤から1.2ｍ以下か。�
□２．塀の厚さは十分か。�
□３．塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の厚さの1.5倍以上突出した控え壁があるか。�
□４．基礎があるか。�
□５．塀に傾き、ひび割れはないか。�
＜専門家に相談しましょう＞�
□６．基礎の根入れ深さは20cm以上か。�

№319 発行／青森県深浦町　　編集／総合戦略課�

平成３０年　７月１３日発行�広報ふかうら（お知らせ版）�

　ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不適合が
あれば危険なので改善しましょう。�
　まず外観で１～５をチェックし、ひとつでも不適合がある場合や
分からないことがあれば、専門家に相談しましょう。�
□１．塀は高すぎないか�
　　・塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か。�
□２．塀の厚さは十分か�
　　・塀の厚さは10cm以上か。（塀の高さが2ｍ超2.2ｍ以下の場合
　　　は15cm以上）�
□３．控え壁はあるか。（塀の高さが1.2ｍ超の場合）�
　　・塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した控え
　　　壁があるか。�
□４．基礎があるか�
　　・コンクリートの基礎があるか。�
□５．塀は健全か�
　　・塀に傾き、ひび割れはないか。�
＜専門家に相談しましょう＞�
□６．塀に鉄筋は入っているか�
・塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横とも80cm間隔以下で配
筋されており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋
にそれぞれかぎ掛けされているか。�

　・基礎の根入れ深さは30cm以上か。（塀の高さが1.2ｍ超の場合）�

出典：�

パンフレット「地震からわが家を守ろう」�

日本建築防災協会2013．1 より一部改�

ブロック塀の点検のチェックポイント� 国土交通省�
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深浦町職員採用試験のお知らせ�

　深浦町職員採用試験を次のとおり実施します。�

１　職種・採用予定人員及び受験資格�

　　　　　　　　　【中級保健師】�

　　　　　　　　　　１）教養試験　　　　　　　４０題　　２時間�

　　　　　　　　　　２）専門試験　　　　　　　３０題　　２時間�

　　　　　　　　　　３）事務適性検査　　　　１００題　　１０分�

　　　　　　　　　　４）職場適応性検査　　　１２０題　　２０分�

　　　　　　　　　　５）クレペリン精神検査　　　　　　　６０分�

　■第二次試験�

　　　第一次試験合格者に後日、日時・場所等を通知します。�

�

３　受験手続及び受付期間�

　１）提出書類�

　　ア　受験申込書　　本庁、支所に用意しています。�

イ　履　歴　書　　本庁、支所に用意の履歴書を使用し、写真（３か月以内に撮影したも

の）を貼付すること。�

　　※なお、在学中の者は、卒業見込証明書を添付すること。�

　２）提 出 先�

　　　〒０３８－２３２４　青森県西津軽郡深浦町大字深浦字苗代沢８４－２�

　　　　　　　　　　　　　深浦町総務課　行政係　ＴＥＬ　０１７３－７４－２１１２�

　３）受付期間　　平成３０年６月２９日（金）から�

　　　　　　　　　平成３０年７月２３日（月）まで　※必着�

　　※期日以後は受け付けません。�

�

４　給与・勤務条件等（平成３０年４月１日現在）�

　１）初任給（新卒者の場合）�

　　ア　初級一般職　　１４７，１００円�

　　イ　中級一般職　　１５９，８００円�

　　ウ　中級保健師　　２０９，２００円�

　２）諸手当�

　６月、１２月に期末・勤勉手当が、１１月から３月までは寒冷地手当が支給される他、支

給条件に応じて通勤手当等が支給されます。�

３）勤務時間・休暇等�

　ア　勤 務 時 間　　原則として月曜日～金曜日　８時１５分～１７時�

　イ　休　　　暇　　年次有給休暇（年２０日（４月１日採用の場合は、採用の年に限り１５日））、

　　　　　　　　　　病気休暇、特別休暇等�

�

�

□問合せ先　　総務課　行政係　　ＴＥＬ　７４－２１１２�

　　　　　　　町ホームページにも掲載しています。�

�

※ただし、次のいずれかに該当する人は受験できません。�

　ア　日本国籍を有しない者�

　イ　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）�

ウ　禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなる

までの者�

エ　深浦町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者�

オ　人事委員会または公平委員会の職にあって、地方公務員法第５章に規定する罪を犯し刑に

処せられた者�

カ　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者�

　�

２　試験の日時・場所�

　■第一次試験�

　　　日　　時　　平成３０年９月１６日（日）午前１０時～�

　　　　　　　　　（受　　付　午前９時～午前９時４５分）�

　　　会　　場　　青森市内（会場が決定次第、受験申込者に連絡します。）�

　　　試験科目　　【初級一般職（高卒程度）及び中級一般職（短大卒程度）】�

　　　　　　　　　　１）教養試験　　　　　　　４０題　　２時間�

　　　　　　　　　　２）事務適性検査　　　　１００題　　１０分�

　　　　　　　　　　３）職場適応性検査　　　１２０題　　２０分�

　　　　　　　　　　４）クレペリン精神検査　　　　　　　６０分�

職　種�

初　級�

一般職�

（高卒程度）�

採用予定人員�

若干名�

受 　 験 　 資 　 格�

�

平成元年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた

者で活字印刷文の出題に対応できる者。�

中　級�

一般職�

（短大卒程度）�

若干名�

平成元年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた

者で活字印刷文の出題に対応できる者。�

なお、大学を卒業した者及び平成３１年３月３１日までに

卒業見込みの者は中級一般となります。�

中　級�

保健師�
若干名�

平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者

で活字印刷文の出題に対応できる者のうち、保健師の免許

を有する者、または、平成３１年３月３１日までに保健師

の資格取得見込みの者。�

ただし、資格取得見込みで受験し合格した者が、平成３１

年３月３１日までに資格を取得できなかった場合、採用候

補者名簿から削除し、採用資格を失います。�
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鰺ヶ沢地区消防事務組合職員採用試験の実施について�

　平成３０年度鰺ヶ沢地区消防事務組合職員採用試験を下記のとおり実施するのでお知らせします。�

１　試験職種及び採用予定人員�

�

�

�

２ 　受験資格�

　次の試験職種に掲げる受験資格を有する者が受験できます。ただし、日本国籍を有しない者及び地方公務

員法第１６条に規定する欠格条項に該当する者は受験できません。�
�

○自動車運転免許の普通免許（オートマチック車限定を除く。以下同じ）を所持している者、又は採用の

日までに普通免許を取得できる者（ただし、平成３１年３月に高等学校卒業見込みの者は、採用後１

年以内に普通免許を取得できる者）で採用後、大型免許を取得できる者�

○昭和６１年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた者で学校教育法による高等学校卒業以上

又は平成３１年３月卒業見込みの者�

○身体基準　おおむね身長１６０㎝以上、体重５０㎏以上、胸囲　身長の２分の１以上、視力　きょう

正視力を含み、両眼で０．７以上、かつ一眼でそれぞれ０．３以上、赤色・青色・黄色の識別ができる

こと�

○試験職種　初級消防職（深浦消防署）：　採用時において、深浦町に居住できる者�
�

３　第１次試験�

　（１）　試験日及び場所　平成３０年９月１６日（日）青森市内（会場については、後日連絡します。）�

　（２）　試験科目　教養試験４０題　２時間、事務適性検査１００題　１０分間、�

　　　　　　　　　消防適性検査１２０題　２５分、内田クレペリン精神検査　５０分�

４　第１次試験の合格発表等�

　合否の発表は、平成３０年１０月下旬に受験者全員に書面で通知します。�

５　第２次試験�

　（１）　試験日及び場所　第１次試験の合格者に別途通知します。�

　（２）　試験科目　作文、面接、体力検査（腕立伏せ・上体起こし等）�

６　受験手続�

　（１）　受験申込書請求方法�

☆受験申込書は、消防本部、鰺ヶ沢消防署、深浦消防署、岩崎分署で配布します。�

☆郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験受験申込書請求」と朱書きし請求してください。�

　なお、その際には１２０円切手を貼付した宛先明記の返信用封筒（角２号）を同封してください。�

　（２）　受験申込書提出方法�

☆受験申込書に必要事項を記入し、提出してください。�

☆申込書の添付写真以外にも写真１枚（縦４㎝×横３㎝）を提出してください。�

　（申込書の添付写真並びにそれ以外の写真の裏面に氏名を記入してください。）�

☆救急救命士免許証か救急救命士試験の合格証明書のある者は、その写しも併せて提出してください。�

☆直接持参する場合は、消防本部に提出してください。�

☆郵送により提出する場合は、封筒の表に「採用試験申込」と朱書きし、消防本部宛に送付してください。�

☆受験票は申込書受付後、連絡先宛へ郵送します。�

　（３）　申込受付期間�

☆平成３０年６月２９日（金）から平成３０年７月２３日（月）まで。�

☆受付時間は、午前８時１５分から午後５時００分まで。（ただし、土曜日、日曜日および祝日は除く。）�

　なお、郵送の場合は、平成３０年７月２３日（月）までの消印のあるものに限り受付します。�

７　その他�

　この試験の詳細については、鰺ヶ沢地区消防事務組合消防本部総務班へお問合せください。�

　〒０３８－２７６１　青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字舞戸町字鳴戸３８５－２�

　ＴＥＬ　０１７３－７２－４５２７�

　※深浦町のホームページにも掲載しております。�

町道広戸６号線　広戸字母沢家岸地区　車両通行止めのお知らせ�

　この度、町道広戸６号線に架かる広戸橋の老朽化に伴う架替工事を行うため、一部区間の通行

規制（終日車両通行止め）を行います。�

　ご通行される皆様には、大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い致します。�

■場　　所　　深浦町大字広戸字母沢家岸　地内　町道広戸６号線（広戸橋） �

■規制内容　　終日（２４時間）車両通行止め（歩行者・自転車の通行は可能です）�

■規制期間　　平成３０年７月１７日から平成３０年１２月下旬頃まで（予定） �

※規制解除日は、再度広報お知らせ版にてお知らせします。�

国民健康保険被保険者の皆さまへ�

　これまでは毎年９月に「被保険者証」、７月に自己負担額の割合を記載した「高齢受給者証」

を送付していましたが、平成３０年８月からは、利便性向上のため、被保険者証と高齢受給者証

を一体化し、１枚のカード（被保険者証兼高齢受給者証）に変わります。�

　平成３０年７月に発送する保険証の有効期限は、原則として、下記のとおりです。�

若干名�

試験職種� 採用予定人員�

初級消防職（深浦消防署）�

□問合せ先　　建設課　建設係　　ＴＥＬ　７４－４４１３�

□問合せ先　　福祉課　国民健康保険係　　ＴＥＬ　７４－２１１７�

被保険者証の有効期限の変更 と 被保険者証と高齢受給者証 が１枚のカードに�

被保険者の年齢� 被保険者証の有効期限�

�

７０歳から７４歳の方�

６９歳の方�

６８歳以下の方�

平成３１年７月３１日�

誕生月の末日（誕生日が１日の方は、誕生月前月の末日）�

平成３１年７月３１日�
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員
を
お
知

ら
せ
し
ま
す�

「
太
宰
の
宿
」ふ
か
う
ら
文

学
館
よ
り
企
画
展
の
お
知

ら
せ�

����

　
春
光
山
円
覚
寺
本
尊
御
開
帳
を
記
念

し
、
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
・
ご
近
所

・
友
人
・
知
人
の
方
な
ど
多
数
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

※
入
場
・
観
覧
は
無
料
で
す
。�

◎
近
藤
金
吾
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ�

（
深
浦
浜
町
出
身
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
）�

◆
日
　
時�

　
７
月
21
日（
土
）13
時
〜
14
時�

◆
ゲ
ス
ト�

・
静
桜（
弘
前
市
出
身
　
歌
う
書
道
家
）�

・
Ｕ
ｔ
ａ�

　（
近
藤
金
吾
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
ア
イ
ド
ル
）�

・
嶋
元
ひ
ま
り（
地
元
崎
の
町
の
歌
姫
）�

・
マ
カ
タ
ニ
・
ト
ー
ル
（
謎
の
シ
ン
ガ

ー
）�

・
シ
マ
ナ
カ
ヤ
ス
ト
モ�

　（
青
森
の
低
音
の
魅
力
で
お
馴
染
み
）�

�

◎
華
か
ほ
り
歌
謡
シ
ョ
ー�

　（
吉
幾
三
の
愛
弟
子
）�

◆
日
　
時�

　
７
月
21
日（
土
）15
時
〜
17
時�

◎
渋
谷
伯
龍
講
演
会�

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
く
に
こ
と
ば
で
川
柳
」
で

お
馴
染
み
）�

◆
日
　
時�

　
７
月
22
日（
日
）13
時
〜
14
時�

◆
講
演
テ
ー
マ�

「
い
の
ち
を
大
事
に
生
き
る
　
よ
く

笑
う
」�

□
問
合
せ
先�

　
円
覚
寺
観
音
講
事
務
局
　
中
川�

　
TEL
　
74-

２
８
６
５�

����

　
戦
傷
病
者
の
更
生
等
の
相
談
や
、
戦

没
者
遺
族
の
援
護
の
相
談
等
が
あ
る
方

は
、
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

◆
戦
傷
病
者
相
談
員�

　
成
田
　
政�

　
つ
が
る
市
柏
桑
野
木
田
幾
世
２-

32�

　
TEL
　
０
１
７
３-

25-

３
５
４
５�

◆
戦
没
者
遺
族
相
談
員 �

　
七
戸
　
年
一�

　
深
浦
町
大
字
松
神
字
中
浜
松
１
０
１�

　
TEL
　
78-
２
５
２
４�

□
問
合
せ
先�

　
福
祉
課
　
福
祉
ふ
れ
あ
い
係�

　
TEL
　
74-

２
１
１
７�

����

　
深
浦
子
ど
も
ネ
ブ
タ
世
話
人
委
員
会

で
は
、
長
年
継
続
し
て
き
た
歴
史
あ
る

子
ど
も
ネ
ブ
タ
の
運
行
台
数
が
年
々
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
合

同
運
行
に
つ
い
て
は
、
開
催
し
な
い
こ

と
と
し
ま
し
た
。�

　
毎
年
８
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
合
同

運
行
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
々
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
苦
渋
の
決
断
に
つ
い
て
何
卒
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。�

　
な
お
、
各
地
区
の
ネ
ブ
タ
運
行
と
、

子
ど
も
達
へ
の
ネ
ブ
タ
囃
子
の
伝
承
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
ま
す

の
で
、
各
地
区
の
ネ
ブ
タ
が
お
近
く
を

通
る
際
に
は
、
沿
道
に
て
子
供
達
に
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。�

◎
深
浦
子
ど
も
ネ
ブ
タ
運
行
予
定
日�

◆
８
月
１
日（
水
）�

・
岡
の
子
…
岡
町�

・
６
区
…
中
沢
・
浜
町
・
川
原
町�

・
12
区
東
野
…
12
区�

◆
２
日（
木
）�

・
岡
の
子
…
浜
町
・
12
区�

・
６
区
…
岡
町�

・
12
区
東
野
…
東
野�

◆
３
日（
金
）�

・
12
区
東
野
…
岡
町�

◆
４
日（
土
）�

・
６
区
…（
午
前
運
行
）中
沢
・
浜
町
・

崎
の
町
・
12
区�

◆
５
日（
日
）�

・
岡
の
子
…
岡
町
地
区�

◆
７
日（
火
）�

・
岡
の
子
…（
午
前
運
行
）浜
町
・
中
沢

・
12
区�

・
12
区
東
野
…（
午
前
運
行
）12
区
・
浜

町
・
崎
の
町�

◆
13
日（
月
）�

・
岡
の
子
…
岡
町�

＝
深
浦
子
ど
も
ネ
ブ
タ�

　
　
　
　
　
世
話
人
委
員
会
よ
り
＝�

�����

　
給
与
所
得
者
（
従
業
員
）
の
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
が

給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
に
よ

り
納
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
西
北
地
域
２
市
５
町
と

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
で
は
、
原
則

と
し
て
全
て
の
事
業
主
の
方
に
特
別
徴

収
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。�

◆
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は�

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事

業
主
が
従
業
員
に
代
わ
り
、
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、

納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。�

　
た
だ
し
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

は
、
市
（
町
）
が
従
業
員
ご
と
の
税
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
の
よ
う
な
税
額
計
算
や
年
末

調
整
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
従
業
員
の
方
に
は
、
納
め
忘

れ
が
な
く
、
納
期
が
年
12
回
の
た
め
普

通
徴
収
の
年
４
回
に
比
べ
て
１
回
当
た

り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
る
と
い
っ
た

納
税
の
便
宜
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。�

������

□
問
合
せ
先
　�

　
税
務
課
　
税
務
係�

　
TEL
　
74-

２
１
１
４(

直
通)�

����

　
「
太
宰
の
宿
」
ふ
か
う
ら
文
学
館
で

は
、
「
明
治
・
大
正
ガ
ラ
ス
器
展
」
と

題
し
、
深
浦
町
12
区
在
住
の
秋
元
司
氏

の
所
蔵
ガ
ラ
ス
展
を
開
催
し
ま
す
。�

　
展
示
品
は
、
ロ
マ
ン
薫
る
ガ
ラ
ス
器

で
、
レ
ト
ロ
な
感
じ
か
ら
ハ
イ
カ
ラ
趣

味
の
も
の
な
ど
所
蔵
ガ
ラ
ス
器
、
約
78

点
と
光
る
ガ
ラ
ス
器
も
展
示
し
ま
す
。�

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

多
く
の
町
民
の
方
々
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。�

◆
開
催
期
間�

　
７
月
17
日（
火
）〜
８
月
20
日（
月
）�

◆
展
示
場
所�

　
ふ
か
う
ら
文
学
館
２
階�

　
企
画
展
示
室�

□
問
合
せ
先�

　「
太
宰
の
宿
」
ふ
か
う
ら
文
学
館�

　
TEL
　
84-

１
０
７
０�

税務課�



広報ふかうら（お知らせ版）⑧�広報ふかうら（お知らせ版）⑨�

木
造
高
校
深
浦
校
舎
に
関

す
る
お
知
ら
せ�

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会
に

つ
い
て�

����

　
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

問
合
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

◆
講
習
対
象�

　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
を
用
い
て
行

う
金
属
の
溶
接
、
溶
断
ま
た
は
加
熱
の

業
務�

◆
開
催
日
時�

　
７
月
25
日（
水
）〜
26
日（
木
）�

　
９
時
〜
17
時
15
分�

◆
開
催
場
所�

　（
一
社
）西
北
労
働
基
準
協
会�

五
所
川
原
市
唐
笠
柳
字
藤
巻
４
９
５�

-

３�

◆
受
講
資
格
　
満
18
歳
以
上
の
者�

◆
受

講

料�

　
１
１，

６
６
４
円�

　（
消
費
税
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）�

◆
締
　
　
切
　�

７
月
18
日（
水
）ま
た
は
定
員
40
人
に

達
し
次
第�

□
問
合
せ
先�

　
青
森
労
働
局
長
登
録
教
習
機
関�

　（
一
社
）西
北
労
働
基
準
協
会�

　
TEL
　
０
１
７
３-

35-

６
３
３
６�

平
成
30
年
度
「
弘
前
大
学

白
神
自
然
環
境
人
材
育
成

講
座
」
履
修
生
募
集�

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技

能
講
習
会
に
つ
い
て�

�

け
し
の
不
正
栽
培
に
つ
い
て�

�

����

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
会

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
問
合
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。�

◆
講
習
対
象�

最
大
荷
重
１
ト
ン
以
上
の
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
の
運
転
業
務�

◆
開
催
日
時�

①
８
月
27
日（
月
）〜
30
日（
木
）�

　
８
時
40
分
〜
18
時�

（
大
型
・
中
型
・
準
中
型
・
普
通
自

動
車
免
許
の
所
有
者
対
象
）�

②
８
月
27
日（
月
）・
31
日（
金
）�

　
８
時
40
分
〜
18
時�

　
（
大
型
特
殊
免
許
所
有
者
対
象
）�

◆
開
催
場
所�

・
学
　
科�

　（
一
社
）西
北
労
働
基
準
協
会�

　
２
階
大
ホ
ー
ル�

　
五
所
川
原
市
唐
笠
柳
藤
巻
４
９
５�

　-

３�

・
実
　
技�

　
㈱
五
所
川
原
中
央
青
果
　
構
内�

　
五
所
川
原
市
広
田
柳
沼
61-

１�

�

◆
受
講
資
格�

大
型
特
殊
、
大
型
・
中
型
・
準
中
型

・
普
通
自
動
車
免
許
の
所
有
者�

◆
受

講

料�

①
大
型
・
中
型
・
準
中
型
・
普
通
自
動

車
免
許
の
所
有
者�

　
３
４，

０
２
０
円�

　
（
消
費
税
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）�

②
大
型
特
殊
自
動
車
（
限
定
付
き
を
除

く
）
免
許
の
所
有
者�

　
１
４，

５
８
０
円�

　
（
消
費
税
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）�

◆
締
　
　
切�

８
月
20
日（
月
）ま
た
は
定
員
①
②
各

40
人
に
達
し
次
第�

□
問
合
せ
先�

　
青
森
労
働
局
長
登
録
教
習
機
関�

　（
一
社
）西
北
労
働
基
準
協
会�

　
TEL
　
０
１
７
３-

35-

６
３
３
６�

�

����

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
等
に
よ
る
社
会
の
急
速
な
変
化
や
、

今
後
見
込
ま
れ
る
大
幅
な
中
学
校
卒
業

者
数
の
減
少
等
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
30
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
具
体
的

な
学
校
規
模
・
配
置
等
を
示
す
青
森
県

立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
計
画
第
１

期
実
施
計
画
を
平
成
29
年
７
月
に
決
定

し
ま
し
た
。�

　
木
造
高
校
深
浦
校
舎
に
つ
い
て
は
、

学
校
規
模
の
標
準
（
１
学
年
当
た
り
４

学
級
以
上
）
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

の
、
募
集
停
止
等
を
行
っ
た
場
合
、
通

学
が
困
難
な
地
域
が
新
た
に
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
「
地
域
校
」
と
し
て
配
置
し

ま
し
た
。�

　
た
だ
し
、
入
学
者
数
が
極
め
て
少
な

い
場
合
等
に
は
、
高
校
教
育
と
し
て
求

め
ら
れ
る
質
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
る

懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
基
準

に
基
づ
き
、
募
集
停
止
等
に
向
け
て
、

深
浦
町
と
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

◆
募
集
人
員
に
対
す
る
入
学
者
数
の
割

合
が
２
年
間
継
続
し
て
２
分
の
１
未

満
（
20
人
未
満
）
と
な
っ
た
場
合�

　
な
お
、
今
年
度
の
木
造
高
校
深
浦
校

舎
の
入
学
者
数
は
【
20
人
】
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
今
後
と
も
、
県
立
高
校
教
育
改
革
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
第

１
期
実
施
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�

□
問
合
せ
先�

青
森
県
教
育
庁�

高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
室
　�

〒
０
３
０-

８
５
４
０�

青
森
市
新
町
２-

３-

１�
TEL
　
０
１
７-

７
３
４-

９
８
６
６�

����

�

　
「
け
し
」
の
仲
間
に
は
、
麻
薬
成
分

が
含
ま
れ
法
律
で
植
え
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
県
内

で
見
つ
か
る
「
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
」
の
約
半
数
が
、
五
所
川
原
保
健
所

管
内
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
花
の
色
は
、
赤
、
ピ
ン
ク
、
薄
紫
が

あ
り
、
花
の
形
も
様
々
で
す
が
、
八
重

咲
の
け
し
は
特
徴
的
で
、
「
ポ
ピ
ー
」

や
「
ひ
な
げ
し
」
と
は
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
ま
た
茎
や
葉
は
「
キ
ャ
ベ
ツ
の

葉
の
よ
う
な
白
味
を
帯
び
た
緑
色
」
、

「
ほ
と
ん
ど
毛
が
な
い
」
の
が
特
徴
で

す
。�

　
五
所
川
原
保
健
所
で
は
不
正
け
し
の

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
定
期
的
に
管

内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」
を
発
見

し
た
際
は
、
問
合
せ
先
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。�

　
「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」
の
抜

去
、
処
分
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

□
問
合
せ
先
　�

　
五
所
川
原
保
健
所
　
指
導
予
防
課�

　
TEL
　
０
１
７
３-

34-

２
１
０
８�

　
FAX
　
０
１
７
３-

34-

７
５
１
６�

　
五
所
川
原
保
健
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
カ
ラ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
五
所
川
原
保
健
所
　
「
け
し
」
の
見

分
け
方
　
で
検
索
。）�
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弘
前
大
学
で
は
、
白
神
山
地
と
周
辺

地
域
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
講
座
を
開
設
し
ま
す
。�

　
80
時
間
以
上
の
受
講
で
「
白
神
自
然

環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
認
定
、
１
２
０

時
間
以
上
の
受
講
で
学
校
教
育
法
に
基

づ
く
「
履
修
証
明
書
」
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。�

　
白
神
を
学
び
、
と
も
に
地
域
を
活
性

化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！�

◆
こ
ん
な
人
に
受
講
し
て
も
ら
い
た
い�

①
白
神
山
地
で
今
や
っ
て
い
る
自
分
の

活
動
を
、
学
術
的
に
も
考
え
た
い
人�

②
白
神
山
地
を
テ
ー
マ
に
地
域
活
性
化

に
取
り
組
み
た
い
人�

◆
募
集
説
明
会�

　
８
月
10
日（
金
）18
時
30
分
〜�

　
弘
前
大
学
創
立
60
周
年
記
念
会
館�

　
コ
ラ
ボ
弘
大
８
階
八
甲
田
ホ
ー
ル�

◆
申
請
締
切�

　
８
月
31
日（
金
）�

◆
履
修
期
間�

　
平
成
30
年
９
月
末
か
ら
２
年
間�

◆
受

講

料�

　
２
年
間
で
７
０，

０
０
０
円�

（
半
期
毎
に
１
７，

５
０
０
円
を
納

入
い
た
だ
き
ま
す
）�

◆
内
　
　
容�

　
弘
前
大
学
の
教
養
科
目
と
白
神
を
深

く
学
ぶ
特
設
科
目
を
組
み
あ
わ
せ
た
、

総
計
１
４
３
時
間
の
講
座
で
す
。
実
査

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
、
実
践
的

に
学
べ
ま
す
。
教
養
科
目
は
、
弘
前
大

学
の
学
生
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
の
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

□
問
合
せ
先�

弘
前
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー�

TEL
　
０
１
７
２-

39-

３
１
４
６�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

s
g
c
e
n
te
r@
h
iro
s
a
k
i-u
.a
c
.jp
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�
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